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就任のご挨拶 
この度４月１日より石川自治センター長に就任いたしました川西正昭で

ございます。 

大変失礼では御座いますが紙上にて一言就任のご挨拶を申し上げます。 

今日本は経験したことの無い人口減社会になり、人口構成的に高齢者の増

加とそして子供の減少化時代になり今後の予測が非常に困難な時代になりま

した。福島県は震災と同時に原発事故により他県よりも大変厳しい状況にな

りなっています。 

私達の石川町も同様に今後の未来を考えると予想困難な状態に不安を感じざるを得ません。 

その一例が少子化による小中学校の統合でしょう、地域では子供達が少ないことに加えてそ

の姿がなかなか見かけない様な状況となりました。 

子供達は地域社会の後継人材として子育て世代をとなる存在であり、その数が少なくなると

いう事は地域を継続していく人材が減少していく事です。 

また昔からある地域の伝統的な行事、スポーツ・芸能活動などが後継者の不足から継続が難

しい状況になっています。 

地域の最小単位の隣組組織、そして自治会組織（地域行政区）でも構成世帯の減少から活動が

困難な状況になっています。 

このままではなんとか維持してきた地域のコミュニティが大きく後退し劣化が進み地域の

人同士の結びつきも希薄になって地域の沈滞・崩壊を招いてしまう事になりかねません。 

そんな中、石川地区は石川町の核となる中心市街地がある地域として近隣からの人々が集ま

り賑わいのある地域として時代に合った魅力を作り出して、これ以上の衰退を招く事の無いよ

う踏ん張り、より活性化に努力をし続ける事をしなければならないと思っています。 

自分たちの今後、地域の未来を一方的に行政側に委ねるのではなく自分たちで出来る事は自

分たちから行動を起こさなければならないのではないかと思います。 

石川自治センターそんな皆様方、地域活動団体の活動する拠点として気軽に集まれる場所と

して利用し易い活動をしたいと考えていますので、地域の皆様方の応援とご協力をお願いいた

します。 

石川自治センター長 川西正昭 

石川地区区長会総会開かれる 

 平成 27 年度石川地区区長会総会が 4 月 9 日（木）みのり会館（双

里）でおこなわれた。新任区長 10 名を含む 14 行政区長全員が参加し

た。総会は、平成 27 年度役員改選がおこなわれ、新石川地区区長会

三役が決定した。地区会長有賀四朗氏（新町行政区）、副会長小豆畑

幸司氏（新田行政区）、監査荒川光美氏（古町行政区）が選出された。          

又、石川町区長会長に諸岡節男氏（荒町行政区）が推挙され決定した。

議事は、平成 26 年度事業報告・決算報告、平成 27 年度事業計画・予

算について討議され、全員一致で了承された。総会終了後、新旧区長の懇親会が模様され旧区

長 10 名も参加しておこなわれ、慰労と今後の区長会発展を願って閉会した。旧区長の皆さん

には、大変お世話になり、ありがとうございました。 

 

 

 

左から小豆畑・有賀・荒川氏  



まちなか朝市出店説明会・出店者会議開催。今年はフリーマーケット開催も！ 

5月 16 日より毎週土曜の朝 7時 30 分より(雨天決行) 
 石川自治センター地域活性化事業｢まちなか朝市｣の初めての出

店者説明会が 4 月 8 日（水）19 時より石川自治センターでおこな

われた。新規出店希望者は３名、継続希望者(団体含む)が６名参加

した。まちなか朝市会長小針幸吉（菜花園）,、事務局より、朝市

の目的・これまでの経過・実績等について説明をおこない、出店希望者からの質問に答えた。 

 4 月 24 日（金）には、今年度出店される方々12 組が出席、会議をおこなった。会議に先立

ち、主催者でまちづくり委員会西牧敏幸委員長より、顔の見える朝市は大変良いことであり、

今後もお願いしたい等の挨拶があり。オープン日程、オープニングセレモニー、開催日時の確

認、イベント等の意見交換がおこなわれた。朝市の開始は、5 月 16 日（土）で終了が 11 月 21

（土）毎週土曜日（雨天決行）となった。5 月 16 日は朝 8 時よりオープニングセレモニーをお

こない。販売開始となる。又旧盆、秋祭りに合わせ 8 月 12 日・9 月 18 日の 2 日間は土曜日以

外の開催となる。お客様のニーズに応えられる、野菜づくりや商品作りをおこない。まちなか

の賑わい、交流の場を目指し頑張ることを誓い閉会となった。 

第４回まちなか工房作品展示・販売会に多数のお客様が来店！ 
 桜まつり期間中の 4 月 15 日から 5 日間石川自治センターで

まちなか工房５教室（甲冑教室は展示のみ）の作品展示・販売

会、昨年に続き商工会女性部つるし雛飾り、添田義弘氏の桜写

真展が同時におこなわれた。今年で 4 回目を迎えた展示販売会

には、好天にも恵まれ述べ 400 人程の来場者があり賑わいをみ

せた。作品を制作した方々の説明に耳を傾け、作品を手に取り

品定めをするなど、楽しみながら買い物をするお客様の姿があ

った。籐手芸教室では、山ブドウ樹皮で編んだバック（高額商品）などをお買い求める方もお

り、回を重ねるごとに販売数も増えるなど、今後の桜まつりを盛り上げるイベントとして継続

開催を期待します。各教室の皆さんお疲れ様でした。各教室では、随時生徒さんを募集中です。

石川自治センターまでお問い合わせ下さい。（電話 26－1554 迄） 

新田寿健康大学開講式 
 新田寿健康大学（委員長吉田征治）が 4 月 16 日（木）9 時 30 分よ

り、開講式をおこない、学習活動をスタートさせた。開講式では、川

西センター長、吉田委員長の挨拶、今年度の学習計画が発表された。

学級生は、総勢 86 名と大所帯です。最高齢者は和気マツさん 90 歳で

す。第 1 回の学習会は、石川警察署交通課係長久保警部補外をお招き

し、｢交通事故に合わない｣をテーマに、わたりじょうず君を使用して

の、道路の渡り方を実施体験、昼と夜の違いや、渡り方の心得を学んだ。交通事故は自分自身

と家族の為のも合わないようにする。又、夕方や夜半の外出はなるべくしないよう指導いた 

５月度行事予定                               だいた。 

日 曜 行 事 予 定 備 考 

11 月 レディース馬場町開講式・移動研修 8:00～  南相馬市方面 

12 火 石川寿大学開講式 9：30～ 町公民館 

14 木 
新田寿健康大学学習会 9：30～ 

レディースきたす開講式 19：00～ 

新田ふれあい 

町公民館 

15 金 石川地区まちづくり委員会三役 18：30～ 石川自治センター 

20 水 青少協石川地区総会 19：00～ 石川自治センター 

21 木 レディース猫啼開講式 19：00～ 西田屋 

22 金 石川地区まちづくり委員会 18：30～ 石川自治センター 

26 火 レディース外槇開講式 19：30～ 王子平集会所 

28 木 石川地区防犯協会役員会 18：30～ みのり会館（双里） 
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